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第１回鞍手町行財政改革推進委員会 

 

 

１ 開催日    平成 25 年 10 月 30 日 

 

２ 開催時間 開会 10 時 00 分 

        閉会 12 時 00 分 

 

３ 開催場所 鞍手町議会議事堂 

 

４ 出席委員 会  長 小 川 和 男 

委  員 原   哲 也  星   正 彦 

     川 波 英 一  由 衛 久 子 

     藤 井 睦 彦  麻 生 秀 生 

 藤 井 福 吉  堀 角 泰 正 

     武 谷 位千子  小 島 美智子 

   亀 井   滋  五百路 恵美子 

 

５ 会議録署名人 川 波 英 一  由 衛 久 子 

 

６ 欠席委員   許 斐 英 幸  梶 栗 文 一 

 

７ 推進本部 欠席者なし 

 

８ 事 務 局  白 石 秀 美  石 井 通 稔 

   髙 橋 奈美江  長 浦   良 

 

９ 傍 聴 者  鞍手町行財政改革プロジェクトチーム ３名 

鞍手町役場職員           ６名 

  



 

 

平成 25 年度  第１回  鞍手町行財政改革推進委員会会議  

開 会 

事務局  「ただ今から、平成 25 年度第１回 鞍手町行財政改革推進委員

会の会議を開会します。」 

    「携帯電話につきましては、電源をお切りいただくか、マナー

モードに切り替えていただきますようお願いいたします。」 

    「また、職員につきましては、軽装で出席していますので、委

員の皆様におかれましても、どうぞ、審議しやすいスタイルでお

願いします。」 

 

    「会議は、お手元の会議次第に従って進行させていただきます

が、議事に入るまでは、事務局の方で進めさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

次に、本日の資料の確認をさせていただきます。 

資料は、事前配布しましたものを本日お持ちいただいていると

思います。前回までの配布資料をお持ちの委員さんもおられると

思いますが、昨年度の報告よりＰＤＣＡシートを用いて進捗状況

の確認をしていただきますので、常に最新の資料を配布しており

ます。 

次に、本日の会議資料は、一番上が「会議次第」、それ以降右上

に資料番号をつけています。 

資料１として「鞍手町行財政改革推進委員会委員名簿等」、 

資料２として「第５次行財政改革のＰＤＣＡシートの報告につい

ての基本的な考え方」 

資料３として「第５次行財政改革項目進捗等一覧表」 

資料４として「第５次鞍手町行財政改革プラン」 

以上が、今回配布しましたすべての資料です。足りない資料が

ありましたら、お知らせください。」 

    「なお、会議内容の概略につきましては、議事録や資料は町ホ

ームページで公表していきますので、議事録作成のため、録音を

させていただきますのでご了承ください。つきましては、発言さ

れる場合は、係の者がマイクをお持ちしますので、マイクを通し

てご発言いただきますようお願いいたします。」 

 

事務局  「それでは、はじめに町長の德島眞次がごあいさつを申し上げ

ます。」 

 



 

 

 皆さん、おはようございます。 

秋らしい気候となり、朝夕は肌寒さを感じる今日この頃ですが、秋は

大変行事も多く、委員の皆様におかれましても大変ご多忙の中、本推進

委員会にご出席をいただき、ありがとうございます。 

また、町行政の推進に当たりましては、日頃から、様々な分野でご理

解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝を申し上げます。 

 

さて、現在、国はもとより多くの地方自治体は、非常に厳しい行財政

運営を強いられている状況にあり、本町におきましても、この難局を乗

り切るため第５次行財政改革の取り組みを進めているところでございま

す。 

このあと、昨年度の取組みの経過や効果について、事務局から報告を

いたしますが、比較的順調に進んでいるものもあれば、まだこれからと

いうものもございます。また、改革項目の内容を見直したものなどもご

ざいます。 

 

本日は５年の計画期間の２年目の取組みの報告となりますので、今後

の進め方などもご考慮いただきながら、忌憚のないご意見をいただきま

すようお願いを申し上げます。 

 

終わりになりましたが、皆様のますますのご健勝とさらなるご活躍を

祈念いたしまして、簡単ではございますが、ご挨拶とさせていただきま

す。 

 

任命辞令の交付  

事務局  「委員の任命辞令を町長から交付させていただきます。今回、

団体推薦の福祉関係の松尾 徹さんが鞍手町社会福祉協議会の会

長を退任されたことに伴い、新委員として由衛久子さんが選任さ

れました。また、指名委員として、企業関係委員の鞍手町工業団

地協同組合の専務理事の麻生秀生さんの後任として、事務局長の

松山 進さんを指名させていただきました。つきましては、本日

は、 新任委員の皆様に、町長から辞令を交付させていただきま

すが、１３名の再任委員の皆様には、予めお手元にお配りさせて

いただいています。ご了承のほどよろしくお願いいたします。 

 

    「名前を読み上げますので、前へお願いします。」 

    「団体推薦から推薦の由衛久子 様、前へお進み下さい。」 

    （町長から辞令交付） 



 

 

     「企業関係指名の松山 進 様、前へお進み下さい。」 

    （町長から辞令交付） 

 

 （町長が着席後） 

「以上で、辞令の交付を終わります。」 

 

 

※委員及び推進本部員等の紹介  

事務局  「推進委員及び本部員等につきましては、資料１を配布させて

いただいておりますのでご確認をお願いします。」 

     「それではここで、先ほど任命辞令の交付を受けられました新

任の委員の由衛委員と松山委員から、一言ずつごあいさつをいた

だきたいと思います。まずは、由衛委員、お願いいたします。」 

 

（委員のあいさつ終了） 

 

    「ありがとうございました。」 

 

    つづきまして、松山委員、お願いいたします。 

（委員のあいさつ終了） 

 

「ありがとうございました。」 

 

 

会長の互選 及び 会長職務代理者の指名  

事務局  「次に会長の互選に移ります。会長の選出につきましては、条

例第４条第１項の規定により委員の互選となっていますので、自

薦、他薦などの方法により選出をいただきますようお願いします。

また、第３項の規定により、「会長に事故あるときは、予めその指

名する委員が、その職務を代理すること」となっていますので、

会長が決まりましたら、会長より職務代理者の指名をお願いした

いと思います。前任期までの会長は亀井委員、職務代理者は女性

委員の武谷委員でした。どなたからでもかまいません。推薦をい

ただきたいと思います。」  

 

    亀井委員が挙手し、小川委員を推薦  

 

事務局  「ただ今、亀井委員より、小川委員をとの推薦がありました。



 

 

他に自薦、推薦、ございませんでしょうか。」  

 

 

事務局  「他に自薦、推薦がないようです。小川委員に会長をお願いし

てよろしいでしょうか。」  

 

 

事務局  「意義なし、多数とみなし、小川委員へ会長をお願いいたしま

す。  

   小川委員よろしいでしょうか。」  

 

（小川委員へ確認）  

 

事務局  「ありがとうございました。それでは、会長不在の場合の職務

代理者については、会長の指名によるところですが、小川会

長いかがでしょうか。」  

 

（小川委員が武谷委員を指名するが、武谷委員は辞退）  

 

事務局  「武谷委員、職務代理者辞退ということですが、小川会長いか

がでしょうか。」  

 

（小川委員が原 委員を指名する）  

 

事務局   「原 委員いかがでしょうか。」  

 

（原 委員の確認をとる）  

 

（会長及び職務代理者、あいさつ）  

 

事務局  「ありがとうございます。では、原 委員に職務代理者という

ことでお願いしたいと思います。」  

「ここで、会長と職務代理者が決定しましたので、ごあいさつ

をお願いします。はじめに、小川会長お願いいたします。」  

 

     （小川会長 あいさつ）  

 

「ありがとうございます」  



 

 

 

    「つづきまして、原 委員お願いいたします。」  

 

     （原 委員 あいさつ）  

 

 

事務局  「ありがとうございました。」  

 

事務局  「これ以降は、推進委員会としての議事になりますので、町長

はここで退席をさせていただきます。」 

    「副町長及び推進本部員につきましては、プランに基づく改革

項目の現在までの取り組みの報告のため、引き続き委員会に出席

いたします。」 

     「なお、本日は、第５次行財政改革のプロジェクトチームの職

員及び各課局の班長が傍聴しております。ご了承いただきますよ

うお願いします。」  

 

事務局  「ここからは、条例第５条の規定により、会長が、議長として

進行をお願いいたします。」 

 

 

会議録署名人の指名  

小川議長  「それでは、議事に入ります前に、本日の会議録署名人を指

名いたします。」 

     「会議録署名人については、名簿順にお願いしておりますが、

よろしいでしょうか。」 

 

（承認後） 

 

「それでは、本日の会議録署名人は、川波委員と由衛委員にお

願いします。」 

 

 

小川議長 

それでは、議事に入ります前に本日の会議の議事録署名人を指名しま

す。 

会議録署名人につきましては名簿順にお願いをいたしております。よろ

しいでしょうか。 



 

 

それでは、本日の議事録署名人は川波委員と由衛委員にお願いいたしま

す。 

では、さっそく議事に入っていきたいと思います。議事の一番平成２４

年度改革項目の取り組み報告について、推進本部から報告お願いします。 

質問・意見等につきましては本部からの説明後に受けたいと思います。 

では、事務局説明をお願いします。 

 

報告者（白石事務局統括） 

２７あります改革項目のポイントにつきまして平成２４年度の実施状

況について報告させていただきます。資料の４を使って報告していき

たいと思っております。まず資料の４の１ページからでございます。 

協働のまちづくり推進体制の確立についてです。これは住民と行政が

一体となった協働のまちづくりを目指すものでございます。平成２３年

度には自治会や町内会を限定いたしまして、協働のパートナーというこ

とで、何かできることをということで検討してまいりましたが、なかな

か難しい状況がございまして、その後２４年度におきまして、新町長の

意向なども踏まえながら公募型・提案型で NPO 等を対応とした助成金２

０万円を上限とする手法で取り組んでいこうということで、２５年度中

に制度を創設しまして、２６年度中の事業実施を目指すということで、

現状としましては進捗率４０％というふうになっております。 

次に１１ページになります。連番の２まちづくり出前講座とキャッチ

ボールトークの実施。これは開かれた町政をということで、町職員が地

域に出ていって講座を開く、いろんな行政情報を公開していくというふ

うにしています。それで２３年度の前期で手法を考えまして、後期から

始めております。２３年度には町長との対話集会が１回行われておりま

す。昨年度、２４年度につきましては、町づくり関係これは町の財政の

関係の出前講座ということで１件、それから防災防犯の関係で１件、消

費者行政の関係で２件、健康づくりの関係が１１件、これは主に認知症

サポーターの養成講座の関係です。それから教育文化関係で１件、施設

見学が８件、これは浄水場の見学等がありました。こういったもので２

４年度は２４件の講座を行っております。この計画期間中に毎年１２件

４８件を目標と指標としております。現在までのところ２５件実施して

おります。進捗率は５２％となっております。次に２０ページにまいり

ます。 

２０ページの連番３は住民と行政の情報の共有化ということでござい

まして、この項目の取り組みといたしましては、２４時間サービスの可

能なインターネットを活用したホームページを充実させていこうと、広

報誌などではなかなか伝えきれない多くの情報をインターネットでは１



 

 

度に素早く提供できるということで、そういったものに取り組んまいり

ました。指標といたしておりましたのは行政情報の配信サービス、メー

ル配信登録者数を期間中に１５００件を目標としようと進めていいます。

現在までのところ５１３件の登録があっておりまして、進捗率としては

３４％となっております。２４年度におきましては、町公式のＦａｃｅ

ｂｏｏｋの運用要項を定めまして、ホームページとＦａｃｅｂｏｏｋの

リンクというような形で、さらに情報の発信の形を広げております。 

次に２４ページにまいります。連番４は奨励金の交付による定住支援

の実施ということで、新築の住宅用家屋に課税されます固定資産税相当

額を定住奨励金といたしまして、課税年度の１年目から１０年目までを

納税した固定資産税の全額を本人からの申請により交付していくという

手法でございます。これは２３年度に条例などの整備をいたしまして、

２４年度にさらに条例施工規則など細かい部分を定めまして、本年度か

らが具体的な交付申請の開始になっております。本年度現在までのとこ

ろで申しますと１０月２９日現在で４１件の申請があっております。そ

のうちの１７件については町外から鞍手町のほうに家を建てて移り住ん

でこられるという方から交付申請があっております。今後１０年間をか

けていく中で、尐しずつ効果がでてくるというふうに考えております。  

次に２９ページにまいります。連番５は持続可能な新たな地域公共交

通体系の確立でございます。これにつきましてはコミュニティーバス、

乗り合いタクシー等の導入を図りながら地域の公共交通体系を充実させ

ていこうということで２３年度に活性化協議会を開催を致しまして、２

３年の１０月からは第 1 年度目の実証運行に取り組んでおります。「スマ

イルバス」と「もやいバス」というものを定めまして、利用者に提供し

ているという状況でございます。アンケート調査等を行いまして、見直

しをかけていきながら平成２４年度におきましては、「まちなか線」とい

ういわゆるＪＲ鞍手駅と総合福祉センターの間を往復運航しておりまし

た。１年目はですね。これを循環型の運行に変更していくというような

見直しなど行いまして、２４年の１０月からは第２年度目の実証運行を

開始しております。２５年度の第３年度目の実証運行ついても今月１０

月から開始いたしているところでございます。今後も中学校の統合等と

の関係とも併せまして通学路の整備問題なども色々とご意見を頂いてい

る中でございます。このコミュニティーバス等も活用したところで色々

と検討を進めていくことになろうと思っています。進捗率は５０％とい

たしております。 

次に３５ページにまいります。連番６は毎週木曜日のゼンショウテキ

な時間外業務の実施というところで、毎週木曜日につきましては役場の

閉庁時間であります１７時１５分から１９時までの窓口の延長を一部の



 

 

窓口で行っております。指標といたしましては、年間に１，５００件程

度の利用で５年間で７，５００件の利用ということで目標に掲げており

ます。現在までのところ２３年度、２４年度併せまして３，８４９件の

ご利用があっております。進捗率といたしましては、５２％というふう

になっております。 

次に４１ページにまいります。連番７はスムーズで快適な窓口サービ

スの向上ということで、この項目につきましては第４次の取り組みの中

で総合窓口の設置ができないかということで色々検討しましたけども、

なかなか難しい問題がありました。先進地でやっておられるご意見を伺

う中でもなかなかちょっと難しい部分がありまして、それではというこ

とで第５次の中では、もっと窓口周辺の色々な見直しを行う中で利用を

して頂きやすいようにということで矢印を使った来場者にわかりやす案

内板の表示とか、各課の手続きを一覧表にして、どの窓口に行けばどう

ゆう手続きができますというようなものを作成したりとしております。

２４年度におきましては、接遇をさらに充実させていこうということで、

7 月から「さわやか窓口運動」ということで、挨拶からまず始めようと

いうような部分で実施しております。利用者のアンケート結果によりま

すと、平成２４年度の住民満足度は５８％となっております。１００％

になるようにさらに努力をしていきたいと思っております。 

次に４７ページをお願いします。連番８は行政評価を活用した行政サ

ービスの改善ということで、これも前回の第４次行財政改革におきまし

て行政評価の制度を導入いたしました。外部評価によりまして、事務事

業の検証・見直しをかけていったわけでございますが、第５次におきま

しては、さらにその中から内部評価によりまして、見直しをかけており

ます。平成２４年度におきましては、平成２１年から２２年の外部評価

で対象になった事務事業のうちの３６事業と平成２３年度に内部評価と

対象となった４４事業の併せて８０事業につきまして個別ヒアリングを

実施し、さらなる改善をということでフィードバックをしてきておりま

す。内容につきましては町のホームページのほうでも公開させて頂いて

おります。現状としては進捗率５３％となっております。 

次にちょっと飛びまして９０ページになります。連番９は口座振替の

利用促進と再振替の廃止でございます。滞納全額を減らしいこうという

部分で、口座振替の活用というのを行っておるわけですけども、その利

用促進の中で再振替という制度を導入しておりました。１回目の口座振

替で落ちなかった場合に、もう１度振替、再振替ということできたわけ

ですけども、この効果があまり見込めていない、実際に成果が再振替の

成果が上がっていないと、それにかかる手数料などがかなりかかってい

るということで、これは廃止してはどうかということで、廃止を致しま



 

 

した。その結果、この５年間の中では１８０万円程度の効果が見込まれ

るということで進めています。現在２３年度と２４年度で１００万７千

円の効果があがっております。進捗率としては５６％となっております。 

次に９６ページにまいります。連番１０は、上下水道料金の検針及び

徴収方法の見直しでございます。上下水道料金の検針業務、徴収業務に

つきましては、検針は毎月行ってきておるわけでございますけども、こ

れを各月２か月に１回にすることで、検針の委託料が削減できるという

ことを考えまして、それを実際にやっていくうえでどうかと検討を２３

年度、２４年度に行っております。その結果、各月とした場合にはかな

り期間が２か月間空くわけですが、その中でもし漏水等が発生した場合

に住民の方のほうが負担される部分で漏水が発生した場合には、期間が

長いためにかなり大きな負担になる可能性があるという問題点が出てま

いりまして、これについてはやはり従来通り毎月やることがいいだろう

ということで従来通りやることで検討の結果そのようにすることといた

しました。 

次に１００ページへまいります。連番の１１の外郭団体との関わりの

見直しでございます。町に事務局を置いて職員が外郭団体の事務局をし

ているというものがかなりあるわけですけども、やはり其々の団体にお

いて一律自立できるものについてはそういった自主運営をして頂きたい

ということで、その部分やっていただければさらにそういった職員が関

わっていた人件費というものは町の分野でまた別の分野で活用できると

いうところで検討いたしました。そういった中で全てが自主運営という

ことが出来るというのもなかなか難しいということもわかってまいりま

した。次の１０１ページに表をつけているんですが、またその中で見て

いただけるとわかると思いますように、自主運営、一部自主運営という

のもありますが、今できているのが２、それから町とその間との団体で

色々協議を重ねまして、役割分担を致しまして、ここまでは町がやりま

しょうと、ここから先はその団体のほうでお願いを致しますというよう

な仕訳ができたものが７、それから、行政主導でやっていかないとなか

なか難しいというものが５ありました。こういったところの見直しは現

状としては出来ております。今後もさらに見直しができる部分があれば

取り組んでいきたいと思っております。 

次に１０３ページをお願いします。連番１２が付属機関、審議会等の

見直しということで、町には町長が色々な事業を実施していくうえで、

住民の皆さんあるいは専門の方々の意見を聞く付属機関というものを設

置しております。これが平成２１年度末で５０の機関がございました。

平成２３年度の初めの部分で５４機関ありました。それで委員さんが６

６６人おられたんですが、２０％程度は削減が可能ではないかとすでに



 

 

役割は終えたものは廃止したり、同じような付属機関については統合す

るというようなことも可能ではないだろうかということで、ずっと見直

しを続けていました。その結果６６６人おられました委員が５４６人と

なりまして、目標は２０％の削減としておりましたが、１７．６％の削

減となっております。削減するばかりではなくて実際に見直しをしてい

く中では、やはりここはどうしても削れないという部分も出てまいりま

したし、新たに付属機関を設けなくてはならない部分も出てまいりまし

たので、１７．６％というところにとどまっております。 

次に１１２ページにまいります。連番１３は適正な定員配置をという

ことで、職員の定員配置ところになりますけども、職員数、第４次行財

政改革の中でもかなり削減をしてまいりました。国からもかなり何度か

指導がありまして絞ってまいりましたが、さらに第５次の中では、この

５年間の中で３０人の定年退職者が出るうちの３分の１、１０名につい

ては不補充とすると、２０名については補充をする形で１０名の削減を

実施してきているところでございます。現状としては、希望退職なども

ございまして、すでに１０人というところに到達しいるところでござい

ます。町長も変わりまして色々と町長自身も色々な事業にとりくみたい

ということで思いをたくさんもっておられるわけですが、実施していく

上ではかなり厳しい職員の体制となっている状況でございます。そこで

この項目につきましては見直しをして、今後は状況に合わせて職員も増

やしていきたいというふうに考えております。 

これと関連しまして次の項目が１１９ページになります。組織の再編

と体制づくりということで、ここにおいてはですね全国で鞍手町と同じ

くらいの人口規模・産業構造を有する自治団体というものが６８団体あ

りまして、その中でも色々と職員数の多いところ尐ないところとあるわ

けなんですけども、この中でもやはり職員が尐なくても実施、行政運営

ができているところのことを研究しながら組織づくりをしていこうとい

うことで考えてきております。しかし実際にはこの検討している中でも

職員は減ってきている。その一方で国からは権限移譲などで、色々な事

務が下りてきているというようなちょっと相反するようなこともあって、

なかなか難しい部分もでてきております。今年４月から地域包括支援セ

ンターにつきましても今までは宮若のほうに支部があってやっておりま

したけども、それぞれの市町村で行うというような細かいサービスを実

施していくための、そういった取り組みも始まっております。そういっ

たいろんなことを勘案いたしますと、今後の組織づくり町長の公約を実

現していくという部分においても、もう尐し組織体制を見直していかな

くてはならないというところで１２４ページのほうに新たな個表を設け

ております。この中ではグループ制を導入して現在の組織を運営してき



 

 

ているわけですが、そういったものも検証しながら新たな政策に対応で

きる組織への見直しを図ることとしております。この６８団体の中での

だいたいどれくらいの中にあるのかと申しますと２２位という、尐ない

ほうから数えて２２位というような状況で、いちを１０位以内を目指し

てきたわけですけども、そのへんのところに現状はなっています。 

次に１２６ページをお願いします。連番１５の研修体制の強化という

ことで、職員の研修体制についての項目でございます。職員を育てる研

修制度をと、これまではいろんな研修をやってきたわけですけども１箇

所に職員を集めて講師を招き講演を聞いたり体験型の学習をしたり、と

いうようなことでこれまでやってきておりましたけども、さらに実践的

な研修をして実務を身に着けていくような研修も必要ということで考え

まして、毎年最低１名県の市町村支援課の実務研修生として派遣すると

いうことを指標として実施してきております。平成２３年度、２４年度、

そして本年度２５年度につきましても各１名ずつ派遣をしてきておりま

す。既に帰ってきました職員につきましては、また色んなノウハウを身

に着けておりまして、現場で活用しております。 

次に１２８ページへまいります。連番１６の政策研究及び職員提案プ

レゼンの実施ということで、これは第４次の職員提案制度の導入制度と

いうことがありました。これは職員提案によって職員提案制度というの

ができました。第４次の中では平成１７年度に２４件の提案がありまし

たけれども、その後はあまり出てこなくてもう尐し第５次の中で見直し

て、さらに改善・改革のための提案を職員に募っていこうといいうこと

にしておりましたけども、平成２４年度は随時募集という形で受け付け

ておりましたけども提案が出ておりません。それで今年度につきまして

は、テーマを設けて募集をすることも今検討中でございます。今後まだ

もう尐しがんばっていきたいと思っております。 

次に１３２ページをお願いいたします。連番１７の人事評価制度の導

入でございます。第４次行財政改革で人事評価制度、職員を育てる評価

制度の取り組みを考えたわけですけども、平成２０年度から実施といた

しておりましたけど取り組みに至っていなかったということで第５次で

取り組みを始めました。現状といたしましては平成２３年度、２４年度

というところで検討を重ね人事評価のマニュアルを作成し試行を始めて

おります。それで２６年度から本格的な導入をという事で考えておりま

したけど実施していく上でいろんな問題点も出てまいりました。評価の

ばらつきといったものが一番の課題になるわけですけども、もう尐し制

度を挙げていこうということで、試行期間をさらに１年延ばしまして平

成２７年度から本格実施方向で今進めております。進捗率としては６

０％。 



 

 

次に１３６ページをお願いします。連番１８の小中学校の再編統合に

ついての検討でございます。すでに広報誌等でも色々お知らせしており

ますので皆さんご存知かと思いますけども中学校の統合についてまず先

に進めているところでございます。２３年度の７月に小中学校統合整備

計画策定委員会を設置いたしまして、その中で中学校の統合を行うこと

を決定いたしました。そしてさらに候補地として旧九州工業技術専門学

校跡地を候補地とすることとしまして、教育委員会と町のほうで決定し

動きを進めているところでございます。２４年度におきましては通学路

や通学手段それから学校名、校舎の改築等について検討・協議が行われ

てきております。そして校舎の実施設計書も２４年度でてきておりまし

て、新中学校の名称は鞍手中学校というふうに決定をしております。本

年度におきましてはさらに校舎の改築などの工事に架かっていくという

ところにかかっております。現状としては、進捗率４０％でございます。 

次に１４５ページをお願いいたします。町立病院の経営形態の検討と

いうところで第５次の計画の中で、まず平成２３年度に検討委員会を作

って検討を始めました。２３年の５月から検討が始まりまして１０月ま

でに検討が終わりまして筓申が行われました。その中では、地方公営企

業法の過去においては法律の一部適用で実施してきたわけですけども、

これを全部適用する方法、それから地方独立行政法人に移行する方法、

指定管理者制度を導入する方法、そして民間に委譲する方法の４つの選

択肢の中から比較検討が行われまして最終的に地方独立行政法人化の非

公務員型がもっとも望ましいという結論で筓申を受けました。これによ

りその方向性で平成２４年度はいろんな例規の整備等も行いまして、本

年平成２５年４月から地方独立行政法人鞍手病院として運営を開始して

おります。よってこの項目については目標を完了したということになり

ます。 

次に隣のページの連番２０総合福祉センターの運営の見直しによるコ

ストの削減でございます。総合福祉センターにつきましては指定管理者

制度を導入しておりますけども、さらにその中で運営方法の見直し、福

祉棟の利用時間、トレーニング等の利用時間の見直しあるいは清掃業

務・監視業務・福祉バスの見直しといったものも色々取り組んでまいり

ました。そういった中で効果といたしましてはこの５年間で８０４３万

２千円と指標としてあげております。けれども実際２３年度・２４年度

とやって見直しをかけていく中ではトレーニング室の使用者などが近年

伸びているような状況もありまして、こういったものを短縮するといっ

たことにはならないと、むしろちょっと様子を見て必要が有れば拡大し

ていくことも検討していかなくてはならないというような状況で２３年

度・２４年度での効果額といたしましては、１，０９３万９千円がでて



 

 

おりまして、進捗率としては１４％となっております。 

次に１５８ページをお願いします。連番２１の公用車の更新計画の策

定と維持管理費の削減であります。役場のほうでは公用車３１台ござい

ます。これまで各課で所有し各課で管理をしていたわけですけども、ど

うしてもその課においてその課で専属的に使わなくてはならない車もあ

りますが、使わない時間帯も多くてもっと皆で活用できる時間用にもで

きないかというようなことで、総務課のほうで一元的に管理できるもの

については管理をしていこうということで職員の出張、町外出張といっ

たものにも幅広く活用してきているところでございます。これまで指標

としていますところが公用車の維持管理費などの削減で今２７４万５千

円を指標としておりますが、現状としては４０万５千円の効果というと

ころで進捗率は１５％となっております。管理台帳なども整備してさら

に効率よく進めていきたいと思っております。 

次に１６２ページをお願いします。町有財産の効率的な活用というこ

とで町が保有しております公有財産この台帳の中から売却可能な財産今

後も持っていても維持管理経費がかかる財産を何かに使おうという目的

がないものには売却していこうということで検討をしているところでご

ざいます。現状としては具体的なものはなく、昨年度西区のほうに用地

の造成工事を行いまして西区用地と呼んでいます。ここに企業の誘致と

いうところで２５年の４月から売却を開始しております。色々と引き合

いはあっているとのことですが、まだ具体的に売却ということには至っ

ておりません。 

次に１７０ページをお願いします。連番２３は福岡県内ベスト５の税

納率を達成ということで収納率を向上させていく 

それと共に税の公平負担を実現するというところで福岡県内ベスト５を

目指して頑張ろうということで今２３年度・２４年度と取り組んできて

おります。表の２３年度・２４年度に記載しておりますように２２年度

の税収能率の順位で見ますと町民税が６０団体の中の２６位だったのが

２３年度には２１位にあがっていると、固定資産税にしては３２位だっ

たのが２３年度には１２位と、それから軽自動車税については４５位だ

ったのが４６位と１つ下がっておりますけども国民健康保険税について

は２６位だったのが１９位ということで収納率については尐しずつ上昇

してきていると、成果が上がってきているということで進捗率４０％と

しております。 

次に１７６ページをお願いします。連番２４の有料広告掲載の拡大と

いうことで、この項目については職員の提案で出てきたものでございま

して町のホームページとか広報紙などに有料広告を掲載することで町の

収入の一部にしてはどうかというような提案でございました。それで指



 

 

標といたしましては５年間の中で４９８万８千円の増収というところを

見込んでおります。現状としては２３年・２４年度合計で９０万６千円

の収入があっておりまして進捗率は１８％となっております。 

次に１８１ページお願いいたします。連番２５の出張旅費の見直しで

す。これも職員提案によって取り組むこととした項目でございます。過

去においては特別職と一般職の旅費の取扱いに違いがあった部分があり

ます。これを一元化することによって削減できる部分、見直しによって

効果ができるんじゃないかということで、日当と宿泊料の違いの見直し

をおこないました。５年間の中で１，０９６万５千円の効果を指標とい

たしております。現状としては２８６万８千円の効果が出ておりまして

進捗率は２６％となっております。 

次に１８６ページをお願いいたします。連番２６は各種補助金の見直

しでございます。これまで第３次・第４次と行革を行ってきた中でもこ

の補助金の見直しというのは常に上がってきておりました。第５次にお

きましてはさらにそれ一歩踏み込みまして個別の補助金ごとに細かく精

査をしまして使途を明確にしていく中で必要額のみを交付していくとい

う方法で効果を上げていこうということで補助金額の１５％の削減を指

標としてきております。金額としましては２８１万７千円というのが指

標となっておりますが、２３・２４年度での効果額といたしましては１

４５万９千円ということで５２％の進捗率となっております。 

続いて１９３ページ最後の連番２７の項目になります。受益者負担金

徴収基準の策定ということで農業用施設等の維持管理をしていく上での

受益者負担を場合によっては徴収してはどうかというそうゆう基準を定

めていくということについて２３年度・２４年度と検討してまいりまし

た。その中で徴収基準の素案等の作成をいたしましたが、現状といたし

まして国庫補助事業による農地・水・環境保全向上対策事業によりまし

て、町内の８団体が取り組まれております地元主導の効果的な保全管理

がいきている状況があるということがありまして、結果徴収基準の策定

というのは見送るところに結果はなっております。以上が全２７項目に

ついてのポイントの説明でございます。 

 

小川議長 

ありがとうございました。 

ただ今議事の平成２４年度改革項目の取り組みの報告についての説明

がございました。質問や意見等を伺ってまいります前に会議の進め方に

ついてご相談申し上げたいと思います。まず報告を頂きました第５次行

財政改革の改革項目の資料に基づいていくわけですが、まず連番１から

連番１７までの人の関係について一括して進めていき休憩を挟んだ後、



 

 

連番１８から連番２７までの物・金という部分で区切らせていただき進

めていきたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

 

参加委員 

異議なし 

 

小川議長 

また発言をしていただく場合には発言する連番と内容について発言を

お願いしたいと考えておりますが、よろしいでしょうか。では早速始め

させて頂きたいと思います。まず連番１から連番１７の項目でご意見・

ご質問のある方は手を挙げてお願いいたします。 

 

質問者（五十路委員） 

連番１４の組織の再編と体制づくりということで改定と書いてござい

ますが、これは将来的に今１０名削減されてありますよね。それを将来

的に何名まで増やしたいというご希望はありますか。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

組織そのものから見直しにとりかかっておりまして、課を１つ増やそ

うかなというところの検討をしております。そうなりますとそれに必要

な人数ということになってまいりますけども、そのほかの課においても

いろんな事務が新しく発生したりということもありますので、そのへん

も勘案しながらちょっと具体的な人数はまだ決めてないんですけども、

その辺と合わせて考えていきたいと思っています。 

 

質問者（五十路委員） 

ちょっとしたことの情報ですが色々なお話をお聞きまして、職員の方

がグループ制になっておるでしょう。それでやはり派遣されたような方

もおられますよね。そういうところに皆さん職員の仕事の負担といいま

すか、ちょっと感じるところがあるんです。課長たちには直接言ってこ

ないかもしれませんけど、私どもがちらっと聞いたところでは尐し仕事

が重なったりして疲れる。というふうな話を聞いておりますので、そこ

らへんは執行部のほうでですね職員を大事にしてね。考えようによって

は１人倒れたら２人・３人を補充しないと間に合わないと思いますから

ね。そこらへんもかんがみて職員の増員というのは考えていただければ

と思います。 

 

 



 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 職員の配置というかグループ制の関係については、この間も機構の見

直しの関係で各課長にヒアリングをずっとしていったんですけども、そ

の中ではやはり業務のいろんな違いもあってグループ制だからうまくう

ちの課は回っていますよ。むしろ連携してやれるような業務です。とい

うところもあれば、なかなかグループ制が馴染まないむしろ係制のほう

がいいというような意見のところもあったりというようなことがござい

ました。職員自身がグループ制の中ではいろんな業務に関わって資質の

向上という部分でも危惧しているところもあるのかなと思いますけど、

確かに委員が申されるように大きな負担も一方ではうまれているのかな

というふうに思います。全国的に行財政改革でギリギリの人数で取り組

んでいる中では、メンタル系の病気のほうもでてきよります。そういっ

たものは出てこないような形で労働安全衛生という部分でも配慮しなが

ら、十分に考えていきたいと思っております。 

 

質問者（五十路委員） 

連番１５の研修体制等についてですが、募集等があるんでしょうか。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 県のほうから募集がありまして、その中ではですね３年以上位の職員

で役職の職員ではない職員でこれから中堅クラスの職員になっていくよ

うなそういった職員が対象となっております。 

 

質問者（五十路委員） 

 それはあまり部署的には関係ないわけですか。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 現在派遣してます市町村支援課のほうでは特にありません。他の後期

高齢者とか介護保険とかそういった組合などに派遣ということもあるん

ですが、そういうものになりますとある程度経験がある方をということ

で要望がある場合もあります。 

 

質問者（五十路委員） 

連番１の協働のまちづくり推進なんですが、第５次行政改革の実施計

画案では自治会・町内会の限定しておりましたが、その時点で一度もな

かったんですか。そういうところから。 

 

 



 

 

回筓者（三戸本部員） 

 ご質問にありましたようにその件はありませんでした。実は協働のま

ちづくりにはもうご存知だと思いますが自助・公助・共助というかたち

であります。当初この協働のまちづくりを当初進めていこうという中で

ですね大きくこの協働のまちづくりをつくる中でエリア型とテーマ型と

いうものがございましてエリア型というのは、区ですとか小学校単位で

協働のまちづくりを組織していく方法と、もうひとつは様々なテーマを

ＮＰＯ法人で色々な取り組みの中で、そのテーマでつくっていくという

ような協働のまちづくりと大きく分けるとその二つがありました。当初

はですねエリア型でモデル事業をつくってそしてやっていこうと考えて

おりましたけども、なかなかこれがエリア型ではなかなか難しいという

判断をさせて頂きまして、今回テーマ型はＮＰＯ法人ですとかいろんな

団体で、エリアの団体ではなくて、いろんな細かい団体で、町づくりを

進めて頂いている団体様と色々協働の形でまちづくりを造っていこうと

いうふうに、尐し方向を転換させて頂いております。 

 

質問者（五十路委員） 

 もともとまちづくり協働というのは、たとえば尐し行政と町民の温度

差があったかもしれないんですが、まちづくりというのは行政ができな

いところ、町民ができないところを行政が補う、そういう感じのまちづ

くり。ですが以前では今おっしゃった様にエリアとか町内いわゆる町内

会になっておりますが、もともとは協働のまちづくりというのは私が先

程申したように町民ができないところを行政がする。そういう感じだっ

たんではないでしょうかね。今回はそういうたとえば任意の団体で立ち

上げた分でやるようになったんですね。 

 

回筓者（三戸本部員） 

 そういう形で、今委員さんがおっしゃったようにですね、なかなか行

政では手が届かないところをそういう住民団体とかでですね行政のでき

ない部分を補ってやっていただくという形で考えております。 

 

質問者（藤井委員） 

ちょっと行政の中でですね窓口サービスの向上とか色々ありますね。

職員のようするに質の問題ですね。連番７と他にもちょっと連番１３あ

たりもちょっと適正な定員配置というのに係ってくるんですけど、ちょ

っと質問したいんですが今ですね企業もそうでしょうけど学校関係もそ

うでしょうけど、鞍手町の行政の中でもようするに職員の資質の向上と

いうのがずっと叫ばれているんですね。もう世間全体に叫ばれてるんで



 

 

すね。まだその職員の資質をですねどう向上していきながら窓口のサー

ビスとかですね適正な定員配置とか色々なものを全部職員の人員削減も

入ってますけれど、そういうものがやはり職員の資質を向上させないと

ムラがあるというか無理がものすごく生じてきているような気がしてな

らないんですね。そういうところあたりをこの中には、はっきりうたっ

てないんですけれど、その資質をいかに向上していくかというのをです

ねこの中にあげていかなきゃいかんのやないかなという気がしておりま

す。そうしないとやっぱり職員のやる気もなくなっていくんではないか

と思ってますのでですね全体のそういう形になると全体的のバランスが

崩れてしまうということに対して行政改革を取り組んでいこうとするこ

とが、なかなか達成してこないっていうのが目に見えてわかってきてし

まうというような状況になってきてしまうのでですね。ちょっとこの中

以外の質問しましたけども、一番大事な職員の資質をどう向上していく

かＯＪＴですね。ようするに技術の伝承これをやらないと質は上がって

こないと思いますけどね。そういうところあたりをちょっと聞かせてい

ただければ、考えがあれば聞かせて頂きたいなと思い質問させていただ

きました。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 職員の資質の向上ということですけども、事務的な部分・技術的な部

分もあれば、対人関係とかいった部分の接遇とかいろんな分野の資質向

上が求められるところであると思っております。そういった部分につい

ては専門的な部分につきましてはやはり其々の担当課なりグループの中

でミーティング等を行いながら情報を共有し技術をお互いに磨きあうと

いうことで進めていくことが必要であろうと思っております。また対人

関係、接遇面でのということになりますと、やはり毎日お客様がお見え

になりますので、その中で昨年の 7 月から「さわやか窓口運動」という

ものを実施していく中でですね、まず上司のほうから率先して実践して

いくというようなところで頑張っているところでございますけども、な

かなかこっちから挨拶しても返事がかえってこないよう職員もいたりと

いうことはやはりあります。今後も努力してまいりたいと思います。 

 

質問者（藤井睦委員） 

各課・部署がＯＪＴてきなものを取り入れてやってるんでしょうけど

も、どういう取り組み方をして、ＯＪＴをやりながらですね質を上げて

いくのかというそういうシステムのようなもの、こういうやり方でやり

なさいというようなものもまだできてないんでしょう。 

 



 

 

回筓者（本松副本部長） 

 一番我々が気にしているし、十人十色それぞれ能力も違うやる気も違

うこれを本当に向上させるには何が一番いいかと模索しているんですね。

人事についてもグループ制といいながらですね一般事務にしても専門性

が必要なところもでてきてます。以前組合との関係で３年から５年で異

動とこういう基準でやってみたんですけども非常に現場が混乱するとい

う意見もきてます。ですから非常に難しい点もあります。ですから、基

本的に資質を向上させるというのは、やる気を出させないといけないと、

こういうところに絞っていいんじゃないかと。それで今、人事評価制度

先程ありましたけれど、これについてですね今試行期間ですけども本人

から自己診断をまずやってもらってます。それに班長・課長面談して、

こういうところはがんばれよとか、こういうところは褒めてやるところ

もあると、そういったかたちで今進めております。この人事評価制度を

確立できれば、頑張ってやった職員にはそれなりの対価があるよと、や

っぱりがんばってやったそれの見合う対価というのがあっていいんじゃ

ないかということで今試行をやっております。実際個人評価というのは

自分で評価するんですけども、おおにして皆さん低く評価しております

自分自身を、私も何人か見てみたんですけど、そこまで評価落とす必要

がないと頑張っている職員もおるんですね。そういうやりかたも一つシ

ステムとして試行ですけどやっとります。もうひとつはさっきありまし

たようにグループ制これが完全なグループ制の機能は果たしてないにし

てもある程度機能していると、これと係制というのをリンクできたらい

いなと、こういったことも今模索はしております。その中でやる気を出

させる方法を何とか見出したいと、これが資質向上の一番早く繋がると、

先程接遇とかいろいろ言っておりますが、これは基本的なものですから

当然身に着けておかなくてはいかんと、それもできんやったらやはり上

司が指導していかないといかんと、このように思っております。ですか

ら今、そういう状況にあるということで、ご理解いただければと思いま

す。 

 

質問者（藤井睦委員） 

 これは人事評価的なものの取り組みながらやっていくという話なんで

すけども、やはり若手のですね育成をですねドシドシやって頂かないと、

なかなか今資質の向上というのは出来てこないと思いますけど、そうい

う若手の職員をですねドンドン鍛え上げて頂いてですね行政の資質がダ

ンダン向上していくようにお願いいたしまして。よろしくお願いたしま

す。 

 



 

 

質問者（五十路委員） 

 役場に時々顔をださせて頂くんですけど、皆さんとっても低姿勢でよ

く説明して頂くような傾向が目に見えるように感じます。それで先程か

らずっと言ってありますけど、いろんな福祉課とかありますけど、そこ

の中の各部門でどなたが休まれても、そこの仕事は誰でもできるってい

うふうに指導。たとえば福祉課にしても保険課にしてもどなたが休まれ

ても誰でも説明がきくっていうようなお勉強をされるといいんじゃない

かと思います。もうひとつ気になるのは、経費節約で順々に皆さんの定

年退職とか、色々やめていくので人数が減っていっております。それで

心配なのはですね、今はいいと思うんですけど何年か後になって急に人

を入れても勉強が不可能で対応ができないとかいうて、また町民からあ

そこは待遇が悪かったとか言われるような傾向にならないように、人数

もある程度考慮されたほうがいいんじゃなかろうかと思う次第です。 

 

回筓者（本松副本部長） 

 誰が来ても窓口対応できると、これがグループ制の目的だったんです。

で、最低限一般的なことは誰でも受付・窓口業務はできるようにしなさ

いという目標できました。で、ある程度のところまではいったと思って

ますけど、今言われるように、今度事務の中身に入って深くなると、ど

うしても専門性が出てくると、このへんがどうしてもクリアできません。

いちを課の中の職員の異動、これは課長権限でローテーション組んでい

いですよと。ある課ではやっております。係りが違うところに行って、

ここはマスターできたら次の係りということにしたんですけど、先ほど

言われますように、今の体制、事務量が増えて人間は減らしたという中

で、職員から出ているのが外の仕事を勉強する余力がないというのが現

実にあります。ですからこういったことも踏まえてですね。やはりグル

ープ制の機能も残しながら組織の改編をしたいということで今、そうい

った部分を検討いたしております。ただこれは最終的に議会もそうです

けど組合とも協議がいりますし、我々が考えた部分で本当にいいのかと

いう部分もありますので、これ尐し時間かかりますけど、そういったも

のをクリアできればですね今言われたようなどこに行っても誰でも受け

てくれるよというのが理想ですので、理想に向かって尐しでも前進した

いとこのように思っています。 

 

質問者（五十路委員） 

 全体じゃなくてその課だけの勉強を。としたんですけど。全体はです

ねできるわけはございませんので。 

 



 

 

質問者（五十路委員） 

 町民というのは、その部署に行けば全てわかっていると。そういうふ

うに理解しているんですね。ただその町民がいう快適なサービスという

のは、いわゆる接遇の面とかそういうことを思ってると思うんですけど

ね。普通、私は役場に行って、たとえば福祉課それから総務課に行けば

ですね総務課の全員の方が全てわかっている。それは常識という感じで

思っておりますので、やはり私どもが考えるのが接遇とかそういうこと

が今この問題になってるんじゃないかと思うんですが 

 

質問者（亀井委員） 

 住民との行政との協働という問題で、問題の定期をしてみたいと思い

ます。実は行政の関係の中で教育行政の問題です。この行革の中で、い

わゆる中学校の廃止統合いう問題が提起されて、その住民との対話の中

で、その問題を理解してもらった上で実現していくという手法を取って

いったわけですが、私は直接参加をしていませんから、その中身は承知

しておりませんけども。そのそれぞれの会議・集会の中で発言があった

貴重な問題というようないわゆる学校が統合されるものですから、かな

り西川地区の生徒の皆さん方の通学の安全の問題が多く議論をされたと

いうふうに思っています。それはそれで私は子供の通学路の安全を守る

というのは当然なんですけども、いくつかその問題の中で、ただ安全だ

けでいいのかということも私は考えております。今教育関係が全国的に

いわゆる問題になっております。これは点数の問題でこの問題を提起し

ておるわけではないんですけども、いわゆる文部科学省のほうで学力テ

ストが行われてますよね毎年。個々の学校の内容はわかりませんけど結

果わかりませんけど、かなり筑豊の場合は落ちておるというふうに平均

も学力もですね落差があるようです。しかしだいぶ高いところと低いと

ころの間隔が狭まったというような報道・新聞もありました。それはわ

かるんですが、これから先はですねいじめの問題等も非常にでてきてお

りまして、それこそこれからの学校教育のですねあり方としては、いわ

ゆる住民の意見を十分に反映した学校運営を目指すというような体制づ

くりを必要ではないかと、つまり、それによる協働のいわゆる学校づく

りをやるということが今強く求められているのではないかと思います。

もともと教育行政は非常に学校も機密性が強いといいますかね。そうい

うふうにそらされたところもあってなかなか実態が掴めないというもの

もあります。したがってそういうものをですね学校の運営の中では住民

の保護者の皆様方がですね電話で色々苦情を言ってくるとかですね。そ

ういう対応に学校の先生自身が追われいるというような状況を過去には

いくつも聞いております。そうしますとまともにですね学校の先生が教



 

 

育を専念できるという教育環境にはないのではないかと、心配がありま

す。それと同時にいわゆる上からのですね締め付けといいますか、そう

いうものもあって自由に発言ができないという雰囲気もあるのではない

かと思います。問題は住民参加のまちづくりと教育づくりという形では、

住民の参加によって、いわゆる閉鎖性の学校運営を風穴を開けるという

ことも今大事じゃないかと思います。つまり住民・保護者の皆さん方も

含めてですね。いわゆる学校の教育の当事者としてですね参加して頂く、

非難と中傷という関係を改めなきゃ私は学校はですね新たなこういわゆ

るグローバル化の中でですね学校卒業して基礎知識を学んだ上でこれを

社会に出たときにですねその力が十分に活かせるようにですね教育シス

テムを私は作っていかなきゃいけないのではないかと思います。そうい

う意味でこの問題は私は協働という体制をぜひつくっていく必要が有る

のではないかと、大きな仕事、住民が直接参加して教育行政もそうだし

教育も携わっておる直接教育に携わっておる学校の先生あたりもですね

教育は特殊な関係技術能力がないとできないのだという形でですねなか

なか受け入れてくれない部分もとあるんじゃなかろうかと思います。し

たがってその問題がですね私はいつかも提起していたと思うんですが、

ぜひこの問題をですね非常に重要な課題としてですね私は教育行政の中

に住民との協働という組織づくりをですねぜひつくっていただきたいと

いう提案ですね。 

 

小川議長 

 今、亀井議員が言われましたこと提案でいいですか。各課からの回筓

は。 

回筓はいりませんか。提案でようございますね。どうせ連番１８から２

７の間でそういう学校関係のことは出るんじゃないかと思っておりまし

たが。それでここで１０分間休憩を取りたいと思いますけど、休憩後は

連番１８から２７までということになっていますけど、今の引き続き等

の質問もございましたら引き受けたいと思いますので、いちをここで休

憩入らせてもらいます。 

 

～  休 憩  ～ 

 

小川議長 

 では、再開させていただきます。連番１８から２７の項目から質問を

お受けしますが、連番１から１７までの質問もありましたら受け付けた

いと思いますがどなたかございませんか。 

 



 

 

質問者（川波委員） 

 連番１４から１７人事評価制度の導入というところまでなんですけど

も、わたくし先日北九州のほうのですね八幡西区役所のほうに行きまし

てですね色々とお尋ねなり相談なりがあって伺ったんですけども、それ

ぞれの窓口で職員が実に的確にですね対応してくれるし、この件につい

ては何々課のどこどこに行っていただきたいというふうにですね。そう

いう返筓が即帰ってきてですね大変優秀な職員がいるんだなぁと思いま

したが、その人事関係でですね職員採用のシステムが北九州とはですね

本庁とでは異なっている面があるんじゃないかと思うんですが、一般職

としての採用と専門職としての採用というそういう二段構えがあるんだ

ろうと思うんですが、やはり職員のほうではですね。そういう前出てま

した通り即対応できる職員がぜひ必要だと思ってまいる次第でございま

すが、それにつきまして職員研修という欄がございまして、職員研修で

2 名ですか２４年度末までで２名ですか、でてましたんですが、その１

名派遣されるその職員の職種というのはどういう内容になっているのか

ですね。あるいは各課ごとにでもですね。そういう専門的な手腕を発揮

して頂くための講習会とかですね研修会とかそういうのがなされてるの

かどうかそこんとこお伺いしたいと思うのですが。 

 

（回筓者）白石事務局統括 

 職員の研修につきましては役場内での職員の研修というのもあります

が、大野城市のほうにですね職員研修所がございます。そこでいろんな

課題に応じたプログラムもありますし、経験年数に応じたもの、あるい

は役職ごとの研修とかいろんなプログラムがありましてですね、積極的

に参加させるということで、だいたいまず新採ですね新規採用したとき

の研修がありまして、その後一部・二部・三部とだんだん経験年数が増

えますといろんな中身の濃いさらに研修になっていって、係長研修・課

長研修というものもございます。それ以外にも接遇に関するものである

とか政策能力を高めていくようなそういった研修などもありまして、そ

ういうものについては希望を取って、行きたいという職員にはどんどん

行かせるようにしています。 

 

質問者（川波委員） 

 職員採用については鞍手町はどうゆう採用システムでやられています

か。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 できるだけ定期的に採用して、職員の年代に断層ができないようにし



 

 

ていきたいというふうには考えております。職員の採用計画なども立て

まして、その中で実際に定年で退職していかれる方との整合性も図りな

がらですね補充をしていく形で、本年度は先般採用試験を行いました。

一次試験が今終わった段階ですけれども、いちを事務職で３名程度の採

用を予定しております。 

 

質問者（川波委員） 

 専門職として採用される課があるんでしょうか。 

 

回筓者（白石事務局統括） 

 技術職として建築とか土木とかいったものもありますし、また保健師

などの専門分野もありますので、それぞれに試験の内容に専門試験など

あります。そういったことで必要に応じてやっていきます。 

 

質問者（小島委員） 

 連番４の奨励金の交付による定住支援の実施ということで、先程説明

でですね１０月２９日現在４１件ということで県外から１７件というこ

とで報告ありまたけども、既にこれは決定ですか。申請があっておるだ

けなんですか。それとも２４年度中にあっておるわけなんですか。 

 

回筓者（三戸本部員） 

 これは２５年度課税が対象となりますので、今現在１０月２９日まで

に申請があってる件数でございます。 

 

質問者（小島委員） 

 了解しました。０％となってましたので、達成率がですね進捗率。そ

れで、先程の報告では４１件というのがあったので、なんで０％なのか

な。という単純な疑問でございました。 

 

回筓者（三戸本部員） 

 今回の推進委員会では評価年度が２４年度評価というかたちになりま

す。今申し上げました４１件につきましては２５年度の結果という形と

なりますので、この結果につきましては２５年度の評価時点で数字が上

がってくることになります。 

 

質問者（藤井福委員） 

 連番２２の町有財産の効率的活用ということで、町有地売却による増

収２，０００万円ということが年４００万円ということが上がっていま



 

 

すけど、ずっと０％０％となってますけど、これ実際に町有地って１回

も売却されたことないんですかね。この年度中には多尐なりとも０とい

うのがどうかなと思うんですが。 

 

回筓者（本松副本部長） 

 実際ですね町有地の売却というのはある程度あっております。ここに

あげてる部分っていうのが公表であげたのが町有地の大きな土地、これ

を売却するという前提であげとります。なかなか今の経済状況からアプ

ローチはあってるんですけど、まだ成約まで至ってないと、ここに書い

てますように西区用地も現在１社アプローチもあっております。これは

年内に成約になるかどうかは判断がつこうと思っとります。ですから町

有地全てをこの項目にあげたわけじゃないものですから、毎年ですね土

地の売却収入っていうのは金額的にはあがってきております。ただ、こ

こに反映してない部分で決算では、たとえば今年度が総額でいくと約２，

３００万ほどの土地売却収入っていうのがあがってきます。たださっき

も言いましたようにこの個表にうたってる土地と違う部分で処分してい

っておりますので、ここには数字として反映していないというところで

ございます。 

 

質問者（藤井福委員） 

 大きな工場団地とかそういったこともあるでしょうけども、この中に

面積の小さな利用地については公募により売却を図るとか、そういった

ことで必要でないようなものを積極的に売却して町の財政に充てるとい

うようなニュアンスかとも思うんですけども、だからこれが０となって

るものですから、全く本当に町のね土地が売れてないのかなと思ったも

のですから実際はそういうふうに町の土地がですね。あの売れてるって

ことで理解してよろしいということですね。 

 

質問者（武谷委員） 

 今度できます中学校の統合の場所ですね。あそこ毎週一回通るんです

よ。それでいつもあそこ自体の学校が気になっておりましたので、いつ

までたってもここが全然手入れされないがなぁと思って、そしてちょっ

と２５年度からプールとかその他がそろそろ改築されるとか２７年に開

校されるとかいうことを聞いとりましたので、いまだに草だらけで、な

んかそういうようなものが見えませんので、一体どうなっているのかお

尋ねしたいと思いまして。 

 

 



 

 

回筓者（筒井本部員） 

 遅れておりますのはですね。申請書類等に一部認可が認可待ちという

ことで、その認可を待っておりました。しかし現在はですね入札も終わ

りまして、近日中に議会のほうに承認を頂くというふうなことの手筈を

整えております。議会の承認を頂きましたら、間もなく工事を開始する

ようにしております。 

 

質問者（武谷委員） 

 ２５年度はまだあと５か月も余しておりますので、心配はないと思う

んですけど、やはりあの工事っていうのは遅れるのが普通になっており

ますから、尐しでも動かれていると心配しないんですが、毎週通ります

ので。 

 

質問者（五十路委員） 

 連番２３です。福岡県のベストの税収の件なんですが２３年度ですね

２３年度と２４年度比べますと軽自動車税以外はほとんど上昇している

んですが、この軽自動車税だけちょっと下がっております。普通、軽自

動車いうのは例えば車検がありますよね。車検があるときには必ずその

分を提出して車検を受けないといけないと思うんですが、これはどうゆ

う感じからこんなにあるんですかね。 

 

回筓者（藤原本部員） 

 軽自動車に関しては２年に１度車検になっておりますので、この全員

がこの年にあたらなかったっていうことではないんですけど、２年間は

払わなくても車検は１年払わなくても受けられるということで、車検を

受けられるときに２年間分まとめて払われるって方がいらっしゃいます

ので毎年毎年必ず払われるってことではないので。 

例えば２５年度であればですね２４年度滞納であれば２５年度払っただ

けでは車検が受けれないんですけども、その時に２４年度が滞納なって

おりますので、２４年度分も払って頂かないと２５年度分の納税証明は

だせません。ということで御案内はしているんですけども、原付とかに

関しては毎年なんですけど、車検のある軽自動車に関しては２年に１度

になっております。 

 

質問者（川波委員） 

 連番２０の総合福祉センター運営見直しによるコストの削減というこ

とですけども、私どものボランティア連絡協議会がですね福祉協議会の

一角をお借りしているもですからコスト削減といわれると追い出される



 

 

ことになるんやないかと、そういうような懸念もするわけです。実際に

過去と比較しますと巡回バスが回っていましてね。廃止になった直後か

らですねもう利用者が、がすっと減ってしまってですね。でまた新交通

体制の下、バスがですね色々乗り入れたりなんかしておりますけども、

それでもなお回復どんどん回復していないって状況でですね。その中で

赤字まではいかなくても私どもは売店の収益でですね収益で介護を運営

しているような状況でですね。ですから売り上げもずいぶん減ってきた

わけですが、今後引き継いで削減されるとですね。浴槽のですね風呂わ

かされるその窯やなんかのですねそうゆう変更されるというようなこと

も聞いておりますが、そうゆうのはちょっと現在のところストップとい

うようなこともありうるんですが、具体的にですね今後どういう面での

削減になるのかですね。それをちょっとおわかりでしたらお聞かせいた

だければと思うんですが。 

 

回筓者（本松副本部長） 

 まずですね改革項目であげてますように具体的実施内容というのが１

番から７番まであげとりました。これを両者の状況を見ながら改善して

いこうということもあります。たとえばボラ連を出てくれという話では

実際ないわけですけども、もう一つはですね湯沸しシステムを変更して

毎年何万か経費削減できるということで、一作年から予算も計上してい

ったんですけど、これは外の事業との優先順位の問題があって見送りし

てきたという経緯があります。ですから基本的には経常経費をまず削減

できるものは削減していこうという考えなのです。これ実際福祉センタ

ーの運営費が７～８，０００万町費を付きたしてるというのが実情であ

りますので、それを尐しでも削減したいということで取り組んでいると

いうことでございます。先ほどちょっと冒頭に説明在りましたようにト

レーニングルームにしても時間短縮してですね経費削減もということで

動いたんですけど、実際利用者が増えてきているという状況からそれは

見送ると。そういう状況を見ながらこれは実施していくという考えでご

ざいますので、ここにあげてます全てができるかというと、今言います

様に、できないものも当然ありますが、尐しでも削減をはかるように努

力していくというふうに理解していただきたいと思います。 

 

質問者（松山委員） 

 連番２１の公用車の更新計画の策定についてですが、必要台数の見直

しによって経費削減になることはその通りだと思うんですけれども。こ

れを見てますと９０％以上がかなり古い車となりますが、維持管理費と

いうのは確実に増えていくんで減るということはないんではないかなと



 

 

いうふうに思います。そうすると既存のほうはいたしかたないとしまし

ても、新規の分・代車される分で購入される分について、たとえばリー

スを検討してメンテナンスリースみたいなものを検討すればですね経費

が一定的に安定して５年間とか７年間でみるわけですから見やすいもの

ができるんじゃないかと、ただ町の予算の関係、執行とその５年間を通

してやるといと頃の部分がいいかどうか、ちょっとわからないんですけ

ども、たまたま北九州がこの中古車の販売の関係でトラブルがあって、

リースに変えるというふうな記事を見ましたものですから、鞍手のほう

も新しいものについてはそういうものも検討するのはいかがかなと思い

ましてちょっとご質問でございます。 

 

（回筓者）白石事務局統括 

 車の更新についてはですね一覧表見られたらわかるように町の公用車

というのが軽自動車あたりも１７年とか１８年とか長いものは２０年と

非常に状況はよくないと、できるだけ更新したいと現在の購入の方法は

まず軽自動車については燃費これを最大限まず条件に出しております。

ですから燃費のいいものをまず購入していきたいと、それと高額な自動

車となれば公用車でも高額なものバスこういったものも更新の時期にき

ております。これについてはですね今いわれたようにリースと買取とど

ちらがいいかという比較検討した上で予算計上していきたいと、このよ

うに思ってますので、だいたいそういう取り組みをもうやっております。

で、場合によってはリースでいけばですねたとえば５年リースでいった

ときには、当然メンテナンス、ディーラ―が持ちますので、その間の費

用は不要だといいながら、購入価格が高いんじゃないかと、もうひとつ

は５年間はそんなに故障はないとその後にいろいろトラブルが出るとこ

ういったこともですね考える必要が有ると、ですからその辺も踏まえて

本当にどれがいいのかと、一度に買えばやはり多額なな費用が単年度で

かかりますので、その辺の兼ね合いもありますので、そういったリース

も含めて現在検討をおこなっております。 

 

質問者（松山委員） 

 もう一点リースなんかを検討する上でみて頂きたいのは、車の維持管

理に職員さんが何人か携わっていると思うんですが、そうすると車検と

かについてはメンテナンスリースであればそのリース会社がすべてやり

ます。ただそういう面での仕事の削減できるという部分があるんじゃな

いかなと思いますので、ご検討お願いします。 

 

 



 

 

質問者（五十路委員） 

 連番２４です。有料広告掲載の拡大なんですね。最近の鞍手町のホー

ムページすごくリニューアルされてすごくいいと思っております。有料

広告のあれなんですが、たとえばホームページですとか広告のあれなん

ですが、たとえば行政のほうからある業者のほうにお願いします。とか

そういうかたちなのか、たとえば反対に業者からお願いしますってくる

のかそこらへんお聞きしたいんですが 

 

（回筓者）白石事務局統括 

 広告の募集についてはですね広告代理店が一括してやってくれており

まして、ホームページ上今８枠あるんですけれども、その８枠は広告代

理店がもう買い上げてくれております。ですからそこの公告が入らなく

てもその広告料は町のほうに入るというシステムとなってます。 

 

質問者（藤井福委員） 

連番２４の有料広告掲載の拡大ということで、進捗率１８％というこ

ととなってまして、毎年４０万、５０万弱ぐらいの広告収入となってま

すけど、隣の花六さんも毎年毎回だされてますんで、ありがたいことだ

と思っていますが、もっと営業マン的なですねまだいっぱいあるんで増

刷されても構わないと思うんで、尐し町の広報紙の担当の方もですね商

工会なんかを通して広告をのしてくれというような、同窓会なんかの時

よく担当者が回ってきますけど、かならず公告埋まってますからね。そ

ういったかたちで、ひとつ町のほうも収入上げるような形で積極的に回

られたら嫌という人はあまりいないと思うので、ぜひその辺の作業もよ

ろしくお願いいたします。 

 

質問者（川波委員） 

直接この内容にかかわるものではないですけど、先日からですね観光

まちづくりの会が立ちあがってますね。あの観光まちづくりって会は今

年初めて立ちあがったんだろうと思うんですが、具体的に今後進められ

るということでしょうけども、それの扱いは企画のほうで立案計画等な

さるわけですか。 

 

回筓者（三戸本部員） 

いまおっしゃったように、この観光のまちづくりにつきましては担当

としては企画のほうでこれまで６回ほど行っております。今後ですねこ

の観光協会の立ち上げにつきましては、今後関係者集まって頂いてです

ね協議するような形になるかと思います。具体的にですね詳細な部分に



 

 

つきましてはまだ未定な部分がございます。 

 

質問者（五十路委員） 

連番２７の受益者負担金の基準なんですが、一応この受益者負担とい

うのは公平を保つための受益者負担だと思うんですね。それでまあこれ

はあの策定はしたんですが、策定はしなくなったとそれはあのここに書

いてありますように国庫事業と書いてありますわね。私この部分がよく

わからないことと。もうひとつはたとえば農業関係というのは鞍手町の

基幹産業であるからそうゆうかたちで受益者負担を取らないのか。とい

ういいかたはおかしいんですけどそんなかたちなんでしょうか。そこら

へんがよくわからなくてですね。 

 

回筓者（本松副本部長） 

この受益者負担金、宗像がやってます。それから以前は若宮がやって

たそうです。問題はですねこれは農業施設なんですけど、鞍手町内排水

先が全て農業施設なんです一般家庭から出る水も、汚水も、下水道はま

だ未整備の地区もありますけどそういった中でいわゆる農業施設者がい

わゆる農道と水路これは基本的には行政の施設になってるわけです。維

持管理等は本来行政がせないかんと、ただその通常の維持管理をすべて

地元の営農関係者へお願いしてるというのが実状でございます。で、こ

の受益者負担金ていうのは例えば施設を改善するとか壊れたとかいった

ときにこういった負担を求めてはどうかということで発案されたんです

けど、現実にはですねそれ以上の労力まあ今国庫補助事業で補助金をも

らって地元が色々やってますけど、相当な維持管理をやってもらってる

とこれを直営でやるととんでもない費用になるんです。それを今肩代わ

りとは言葉悪いんですけど地元の関係者でお願いしているという実態で

す。そのへんが国の補助金としてもでてきてるとですからこれ完全にで

すね個人の施設であれば当然町も国もでませんけど、基本的には公の施

設ですというものが根底にあります。それとあの農業関係者、毎年です

ね水路の掃除等やってますけど、そこにじゃ一般家庭の方がですね参加

しているかといえばそうじゃないんですね。で、一般家庭の方はもう側

溝に流せば終わりなんで、それが全部農業施設に入ってきてるというの

もあるんですよ。だからそれを一概に農業施設はあんた達の施設やろが

ということにはならないし、そういった関係でこの一団体ですか以外に

もありますけど、そこは町からある程度の費用をだしてます。で、当然

その費用で賄えるものじゃないというのもわかっております。ですから、

こういった大規模な部分についてはですね補助金もらって実施せよと、

中には町から材料支給して地元で側溝入れたりそういった協力体制も今



 

 

いきてるんですよ。で、本来ですと町が全部いれないかんという部分も

ですね営農関係者が努力してもらっているというところがありますので、

そのへんを基本線ですねこれをまず理解していただきたいと思います。 

 

質問者（亀井委員） 

行革の関係でも関係のないあれでもないと思うんですが、空き家の問

題ですけどね空き家対策。これ全国的に非常に深刻になってますし、近

隣のとくに産炭地の過去もっとった自治体の本気に解決するために取り

組みだしてるんですね。ただ空家というのは私有財産ですからなかなか

踏み込みにくい部分も確かにあると思うんですが、そのまちづくりをし

ていく上でですね活力あるまちづくりをしていく上でその改革をしなが

らその土地を有効活用しながら新しい若手を呼び寄せるというような将

来展望を持ちながらまちづくりをやっていかないかんのやないか、そう

いう意味ではこの空き家対策ですね。特に空家も色々ありましてその所

有者が誰やらわからないとかですね。それから空き家になってそうとう

放置されて危ないとか防災防犯上の関係からこれ放置できないんじゃな

いかという気がするんです。そのへんを今担当は建設課じゃないかと思

うんですが、そのへんをちょっとわかりませんですけど、これから先の

まちづくりをしていく上でですねやっぱこの問題を放置するってわけに

はいかんのやないですかねぇ。特にその私有財産ですから当然土地代と

かなんとかですねそういうのは当然ありますから、いわゆる税金の問題

とかですね不動産とか税金の問題わずかなものですがあるからですねそ

うゆう問題をちょっと本格的に取り組む条例とかいうねそういうものを

つくっていく必要が有るんじゃないかという気がしております。 

 

質問者（小川委員） 

今言われたことに関連してですがね、木月に一軒空き家やない一人入

られてますが、昔の大きな家で道へ瓦が落ちてるんですね。それで通行

するときに危ないから町のほうがフェンスを張ってくれとりましてです

ね。そういうのがあります。それから中間市にも私上木月ですから隣の

底ノ井にも中間市がそういうのをしとりますが、確かに今いわれますよ

うに、空き家対策はあり、今後課題になるんじゃないかと思いますが、

この件につきまして担当は。確かに今言われるように持ち主があるとこ

ろと持ち主が全然わからないとことあるんですね。 

 

回筓者（本松副本部長） 

亀井委員がいわれて、これとは直接違う話になりますが、まちづくり

の中で空き家というのは全国問題になってまして、空き家率は、ちょっ



 

 

と数字は覚えてませんので、かなり率も高くなってます。ただ今言われ

ますように、あくまで私見があるということでなかなか手が出せない。

それと物件によってはですね今言われますように、じゃあ町が買い上げ

てとこれじゃとんでもない。いま言うようにですね。たしか１０何％か

かなり率が高いんですよ空き家。今議長が言われました木月これもです

ね実際おられないと行方不明ということで瓦が落ちると非常に危険だと

これは弁護士から警察から相談行きました。その中で相手がいない場合

ですね手が出せないと、ということでやむなくですね道路にフェンスを

張っております。道路狭くしてます。それしか手がないと当然それを放

置すれば車の上に落ちて人に落ちて人命に関わる問題になるということ

で町としてそういった手をうったというのが実状です。ですからこれは

相当な費用も伴いますし、当然町としてそういった方向性だすんであれ

ば、今「はい」っていうような返事ではないし、議会とも協議もいりま

すし、それに伴ってどれだけの費用が掛かるかわからないと今の町の財

政でどうなのかと。ただ今言われますように危険家屋これについてはで

すね区長会にお願いして危険家屋についてはお知らせ願いたい。と、そ

ういった処置いわゆる一般の方が、そこの所有者じゃない一般の方に危

害を及ぼすような状況にあれば、なんらかの手を打たないかんだろうと

それのことは考えております。ですから今調査をお願いは致しておりま

す。抜本的にはいま今ちょっと回筓できる状況にはないということでご

理解ください。 

 

小川議長 

たくさん意見・質問等をだしていただき誠にありがとうございました。

このへんで終わりたいとこのように思いますが、いかがでしょうか。で

は、ここで終わらせていただきます。次に事務局のほうからなにかござ

いましたら。 

 

事務局  「本日の委員会出席の委員報酬につきましては、指定口座へ

の振込みで対応させていただきますので、ご理解のほどよろし

くお願いいたします。振込み日は、11 月末日を予定しておりま

す。」 

 

 

閉会  

小川議長  「ほかになければ、以上をもちまして、平成２５年度第１

回鞍手町行財政改革推進委員会を閉会します。」 

 


